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少し遅い桜の便りが聞こえ始めた 3

月 23日（木）、伊深小学校で卒業式が

開かれ、14人の児童たちが学び舎を巣

立っていきました。 

 校長先生から「自分の夢に向かって

小学校でがんばった自分を忘れない

で」とお祝いのことばがあったあと、

ひとりひとりの活躍ぶりがスライドで

紹介されました。 

 卒業生たちは「ひと言プラスあいさ

つ」などみんなで取り組んだことや、

一人一人でがんばったことを表現力豊

かに紹介してくれました。 
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 一方、3 月 25 日（土）にはほくぶ

保育園で卒園式が行われ、9人の園児

たちが卒園しました。 

 園長先生から「これからは小学校で

いろんなことに挑戦してください」と

励ましのことばがあったあと、園児た

ちは自分で描いた絵を高く掲げながら

「将来の夢」を元気に発表してくれま

した。 

 

 みんな卒業・卒園おめでとう。そし

てご家族の皆さまおめとうございまし

た。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域内での最近のトピックスを紹介します 

伊深 
まちづくり協議会 だより 

在校生からひとりひとりの足跡に感謝のことばが述べられるな
か、力強く送り出されました。 

 

  

 美容師、古生物学者、ペンギンの世話係り、保育園の先生、サ
ッカー選手…など。いろんな将来の夢を発表してくれました。 
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「伊深の未来を考えるしゃべり場」のようす 

「伊深の未来を考えるしゃべり場」の第 6回（＝最終回）が 3.15（水）に開かれ、これまでの 

成果を「伊深地区まちづくり基本構想（案）」と

してまとめるための最終確認が行われました。

原案は話し合いの成果が、1.現況の把握 2.まち

の将来像 3.わたしたちにできること 4.拠点施

設のあり方、の 4 項目にわたってまとめられ、

視覚的にもイメージしやすい報告書となってい

ます。今後市において所定の手続きを経たのち、

正式なものとなる予定です。 

 

■ 協議会の動き 

「まちカツ（協議会活動発表会）」で市内の各協議会が情報交換しました 

3.16（木）に、「まちカツ－まちづくり活動発表会」が開かれ、当

協議会も、平成 28年度の活動をスライドを使って発表しました。 

 参加したのは三和、加茂野町、伊深、下米田、山之上（発表順）

の各協議会で、それぞれの活動を順に発表したあと、「協議会の 5年

後の姿」「メンバーを増やすために取り組んでいること」についてパ

ネルディスカッションが行われました。今回は会場の一角に展示コ

ーナーも設けられ、他の地区の活動内容がより広く理解できるよう

になっていました。 

3.11（土） 「伊深の五か寺ウォーキング」で寺めぐり    ～早春の風をあびて～ 

今年のウォーキングは「お彼岸の寺めぐり」と題し、伊深の五

つのお寺をめぐるコースで 3.11（土）に行われました。まだ少し

寒さの残る朝でしたが、ベビーカー連れの親子を含め、地元の子

どもたちも多数参加してくれました。伊深にいてもよそのお寺を

お詣りする機会はあまりないもので、「このお寺は初めてや」と

いう声が聞かれました。参加者たちは最後に地元の材料で作られ

た「ぼた餅」をいただき、疲れた体をいやしていました。 
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活動グループの動き   ：里山活動グループ /  

3.17（金）、伊深小学校で「きのこの菌打ち体験授業」をサポートしました 

  3.17（金）、伊深小 3・4年生を対象に、「きのこの菌打ち

体験授業」をサポートしました。今回は「しいたけ・なめ

こ」のオガ菌をひとつひとつ穴に詰め込んでフタをする作業

を体験し、どのくらいの量を詰めたらいいのか要領をつかむ

まで少し時間がかかったようでした。それでも後半ピッチが

あがり、1人 3本程度用意した原木を時間内にほぼ完了し、

児童たちは満足げでした。今回の原木からはなめこが今秋、

しいたけは来秋発生してくる予定です。  

  


